
小説

賞 題名 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 一輪のバラ 中川　法夫 守山市

特選１ 八幡山の夢 吉野　幸夫 大津市 京都新聞賞

特選２ 近江大溝捕物控~お駒地蔵譚 夕住　凛 高島市

特選３ 絹女の堤 佐藤　駿司 大津市 NHK大津放送局長賞

特選４ 身を捨ててこそ 藤瀬　慶久 草津市

特選５ 地上の羽衣 松本　佐知子 甲賀市 産経新聞社賞

特選６ 切通し伝説 川島　謙介 近江八幡市

特選７ ユートピア 北川　慎 野洲市

随筆

賞 題名 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 散歩道 山森　ふさ子 大津市

特選１ 知恵を抱いて眠る火鉢 古橋　童子 長浜市 びわ湖芸術文化財団理事長賞

特選２ おにぎり 橋本　鈴子 蒲生郡日野町 時事通信社賞

特選３ 若者の瞳 藤本　弘子 犬上郡多賀町

特選４ 輪っか 伊藤　眞雄 彦根市

特選５ ツバメの巣 礒田　洋三 大津市

特選６ 着物を纏う 上野　初子 犬上郡甲良町

特選７ 沖縄の骨 船岡　房公 大津市

特選８ お星さまの道 ほりた　碧伊 米原市

詩

賞 題名 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 メモリ 島田　照世 大津市

特選１ 老衰 佐藤　孝代 草津市 毎日新聞社賞

特選２ 六星すばる 園田　敦子 湖南市

特選３ 雨降りの日に 沖　達也 大津市

特選４ 心友 松山　武 野洲市

作詞

賞 題名 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 風にも色が 福山　幸雄 東近江市

特選１ あれ？ 叶　恋 蒲生郡日野町 KBS京都賞
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短歌

賞 作品 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞

蚕紙を換へ桑遣り終へし日の暮れに小雨ふるがに桑喰む蚕

繭の出荷終へたる村は破夏（はげ）となり掃立前のひととき憩ふ

「繭商」とふ刻印欠けたる灯籠に湖北の蚕業の盛衰の見ゆ

近藤　甚一郎 長浜市

特選１

若葉透け降り来る光「あなた」といふやはらかきそして揺れる言葉よ

真つ青な空の真実　会ひたきを会ひたくなしと言はせた力

山桜葉をいとほしみたたずめばひとはゆき過ぐ春の速さで

幅尾　茂隆 甲賀市 滋賀県議会議長賞

特選２

夜九時のT字路までの帰り道「かけおち」だって名前をつけた

知らぬ間に治った口内炎のよう、早くわたしの中から消えて

わるぐちは言うけどきみの好きだったボブヘアに明日切りに行くんだ

北川　夏帆 彦根市 中日新聞社賞

特選３

コロナ禍に一人暮らせし学生を独りにさせない「百縁夕食」

オンライン面接受くる学生の背すじ伸びたりパソコンの前

若きらのスマホここぞと出番きて祖父母と繋がりワクチン予約

山本　弘美 大津市

特選４

鍬の柄を物差しと成し畝つくる農に生き来しわが技なるも

地下足袋に付きし十薬の土匂うわが足跡の深く残りて

鍬洗う小川に蜘蛛の巣ありて又もわたしの帽子が破る

村岸　千鶴子 犬上郡甲良町

特選５

庭畑に菜の花そだて蹌踉の身の居場所なり花芽をつむ時

健やかに老ゆるを願ひあるく朝川の流れも我もゆつたり

炎熱の路傍にあざみ己咲き紅紫の花のたくましく見ゆ

東　俊行 大津市

特選６

炎天下我と旗振る警備員コロナで職を奪われし仲

蛍火の如き点滅するチョッキ着けて夜間の緊急工事

霙（みぞれ）降る握る誘導棒重し息を吹きかけ交通整理

吉田　節夫 野洲市

特選７

潦（にはたづみ）ふむ児と先行く君の杖　返し縫ひのごと光る土手ゆく

抱き上げるやうに見えては抱かれてる床にみちびく君の重力

九枚の家族の肖像仕上げむと走らす絵筆に病む君のセオリー

太田　澄子 甲賀市

特選８

写経終へみ堂出づれば秋の風火照りし頬を撫ぜて過ぎゆく

京菓子の老舗の庭の緋毛氈「おうす一服いただきまひよか」

棚経や法衣添はざる雛法師高き声にて経読み始む

山田　愛子 草津市

特選９

滑る蹴る叩く走る跳ぶ二歳児のサンサンランドは動詞弾ける

生まれたる弟をアンパンマンという二歳のひとみはリモート面会に

おとうとにおっぱい飲ますママの背にそっと抱きつく二歳の孫は

小倉　文枝 長浜市
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俳句

賞 作品 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 一番の道具は十指草を引く 前川　菅子 彦根市

特選１ 初蛙行李の中の紺絣 久保田　和子 愛知郡愛荘町 朝日新聞社賞

特選２ 一羽浮き一羽の潜き鳰日和 駒野　牧堂 高島市 読売新聞社賞

特選３ 名月や空へ延びゆく千枚田 木村　郁夫 野洲市 BBCびわ湖放送賞

特選４ 朝顔をのぼらせてゐるパン屋かな 川越　朱美 高島市 エフエム滋賀賞

特選５ 友偲び杖引き展墓私言 多賀　雅子 長浜市

特選６ 晴天へ干さるる産着青田風 西河　琴 彦根市

特選７ 白萩の撓みや思慮の深さほど 竹下　道子 草津市

特選８ ハモニカを吹きて八十路の冬ぬくし 小倉　真称 加茂郡富加町

特選９ 甘藷畑「ぞう」「きりん」「とら」のプラカード 桐畑　三弥子 長浜市

特選10 水分の落差の光り鮎尾びれ 藤本　専修 東近江市

特選11 朗読の詩のよどみなし沖縄忌 勝又　千惠子 彦根市

特選12 口数の減りし少年濃アジサイ 桜井　雅子 野洲市

特選13 一村を包み込んだり青田風 石川　治子 大津市

特選14 空蝉のぬくみ仄かに日暮れかな 矢守　絢子 東近江市

川柳

賞 作品 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 話し声かしら葉ずれの音かしら 伊藤　こうか 東京都練馬区

特選１ 音ふいに消えた　別れが近くなる 中村　郁枝 草津市 滋賀県教育委員会教育長賞

特選２ 新しい朝かあさんの音がする 大谷　のり子 彦根市

特選３ やっと音だけになれたと喜んでいる 山口　亜都子 南牟婁郡御浜町

特選４ いつだって不意なんだもの凹む音 清水　容子 犬上郡多賀町

特選５ 整理するとこの音にたどり着く 岡本　聡 白山市

冠句

賞 作品 氏名(筆名) 住所 副賞

知事賞 風が泣く　あなたのいない街に棲む 澤　希 栗東市

特選１ 百の蝶　悲喜こもごもの詩を抱き 梅村　夢情 守山市 共同通信社賞

特選２ 風が泣く　何処探しても逢えぬ母 加藤　美智子 仙台市

特選３ 類なし　転生あらばまた夫婦 北山　千鶴 京都市

特選４ 風が泣く　心の余白埋められず　 苗村　厚子 蒲生郡竜王町

特選５ 百の蝶　魔法は明日解けるはず 桜井　雅子 野洲市

令和3年12月13日付け「第71回滋賀県文学祭　入賞者・選評」を公開しましたが、短歌部門 知事賞作品について、一部作品の表記に誤りが

ございましたのでお詫びして訂正いたします。

【訂正前】繭の出荷終へたる村は破夏（はげ）となり掃立前のひととき想ふ

【訂正後】繭の出荷終へたる村は破夏（はげ）となり掃立前のひととき憩ふ
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